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２０１８年度下期 ＡＮＡグループ航空輸送事業計画の一部変更に関するお知らせ 

 

 

当社 100%子会社の全日本空輸株式会社において、2018 年度下期のＡＮＡグループ国際線・国内線航

空輸送事業計画の一部を変更いたしましたので、別紙のとおりお知らせいたします。 

 

以 上 
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第 １ ８ - ０ ４ １ 号 

２ ０ １ ８ 年 ８ 月 ２ １ 日 

２０１８年度下期 ＡＮＡグループ航空輸送事業計画を一部変更 

ＡＮＡグループは、2018年度下期の航空輸送事業計画の一部を変更いたします。 

今年度上期において、グローバルに拡大する航空需要を背景に、国際線では羽田＝バンコク線をさ
らに増便するなど、羽田・成田の両空港それぞれの特性を活かした『首都圏デュアルハブモデル』を強
化してまいりました。国内線では需要動向に応じた路線便数の最適化と投入機種の柔軟な調整により
路線ネットワークの拡充を図りつつ、機内 Wi-Fi インターネットを無料でご提供するなどサービスの向上
にも努めてきました。 

本年 7 月以降お客様にご迷惑をおかけしている状況は、エンジン点検による影響や需要動向等を総
合的に勘案し、機材をはじめとした保有リソースの最適配置を下期事業計画に反映することにより収束
させてまいります。その結果、2018 年度下期における生産量（座キロ）は、対前年同期比では国際線
100％、国内線 102％、対年度計画比では、国際線 96％、国内線 101％となる見込みです。 

足元の堅調な需要を確実に取り込むことで、収入の最大化を目指すとともに、当社は、経営の基盤で
ある安全を最優先とし、引き続きロールス・ロイス社と緊密に連携しながら法制化されたエンジン点検を
着実に実施いたします。 

また、路線ネットワークの拡充とあわせて、定時性の向上をはじめとした快適で高品質なサービスの
向上に取り組んでまいります。 

貨物事業においては、那覇空港を国内およびアジアの主要各都市との重要な流通拠点として位置づ
けつつも、さらに効率的な貨物ネットワークを構築するため、沖縄貨物ハブのネットワークを再編いたし
ます。 

国際線、国内線、貨物専用便の路線便数、運航機種等の詳細は以下のとおりです。 

＊これらの計画は関係当局への申請・認可を前提としております。 

１．国際線  

堅調なビジネス需要に加えて、中国やアジア各国からの旺盛な訪日需要を取り込むとともに、イール
ドマネジメントの強化を図ります。 

また、経済性と快適性を兼ね備えた最新鋭小型機エアバス A320neo型機の投入を引き続き進めてま
いります。あわせて、日本初導入でハワイ路線に投入予定の世界最大の旅客機エアバス A380 型機や、
ボーイング 787型機シリーズでもっとも長い胴体を持つ最新モデルであるボーイング 787-10型機を新た
に受領し、2019年春から運航を開始する予定です。 

以下の通り、運休・減便が発生いたしますが、2019年2月より一部の国際線においては順次復便して
まいります。 

 

（１）運休・減便 
路線 実施時期 現行 変更後 備考 

名古屋＝上海（浦東） １０月２８日～３月３０日 ７往復/週 －  

関西＝香港 １０月２８日～２月２３日 ７往復/週 － ※１ 

成田＝ロサンゼルス １０月２８日～２月７日 １４往復/週 ７往復/週 ※２ 

成田＝成都 １０月２８日～３月３０日 ７往復/週 ４往復/週  

※１  ２月２４日以降はＢ７３７－７００で運航します。 

※２  ＮＨ１７５/１７６便を減便いたします。 
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（２）機種変更 ＊ 当日の機材・運航状況により変更となる場合がございます。 

 ※１ 復路便は翌日からの機材変更となります。 

 ※２ ＮＨ８０１/８０２：Ｂ７７７-３００ＥＲで運航。ただし、２０１９年２月８日以降はＢ７８７-９で運航。 

  ＮＨ８０３/８０４：Ｂ７８７-９で運航 

 ※３ ＮＨ８０５/８０６：Ｂ７８７-８で運航。予定していたプレミアムエコノミーサービスの提供は延期致します。 

  ＮＨ８０７/８０８：Ｂ７８７-９で運航。 

 ※４ １２月１日以降はＢ７８７-８で運航。 

 ※５ 機材変更に伴い、プレミアムエコノミーサービスの提供は中止致します。 

 ※６ ２０１９年２月１日以降はＢ７８７-８で運航。 

 ※７ ＮＨ８０９/８１０：Ｂ７６７-３００ＥＲで運航。 

  ＮＨ８１１/８１２：１２月１日以降はＢ７６７－３００ＥＲで運航。復路は翌日からの機材変更。 

 ※８ ２０１９年２月１日～２月１６日および３月１日以降はＢ７６７－３００ＥＲで運航。 

 ※９ ＮＨ９１９/９２０：Ｂ７８７-８で運航。ただし、２０１９年３月１日以降はＢ７６７-３００ＥＲで運航。 

  ＮＨ９２１/９２２：Ｂ７６７-３００ＥＲで運航。 

  ＮＨ９５９/９６０：Ｂ７３７-７００で運航。ただし、２０１９年３月１日以降はＢ７８７-８で運航。 

 ※１０ ＮＨ８６１/８６４/８６５/８６８：Ｂ７８７-８で運航。 

   ＮＨ８６２/８６７：Ｂ７８７-９で運航。ただし、２０１９年２月１７日以降はＢ７８７-８で運航。復路は翌日からの機材変更。 

 ※１１ ＮＨ８５９/８６０：Ｂ７８７-９で運航。 

  ＮＨ８２１/８２２：Ｂ７６７-３００ＥＲで運航。 

 ※１２ ＮＨ８５１/８５２：Ｂ７６７-３００ＥＲで運航。ただし、２０１９年３月１日以降はＢ７８７-８で運航。 

   ＮＨ８５３/８５４：Ｂ７８７-８で運航。 

 ※１３ ＮＨ９６１/９６２：Ｂ７７７-３００ＥＲで運航。 

   ＮＨ９６３/９６４：Ｂ７６７-３００ＥＲで運航。ただし、１２月１日以降はＢ７８７-８で運航。復路は翌日からの機材変更。 

 ※１４ ＮＨ９６７/９６８：Ｂ７８７-８で運航。復路は翌日からの機材変更。 

   ＮＨ９７１/９７２：Ｂ７６７－３００ＥＲで運航。ただし、２０１９年３月１日以降はＢ７８７-８で運航。復路は翌日からの機材変更。 

路線 実施時期 
現行 変更後 

備考 
機材 週間便数 機材 週間便数 

成田＝ブリュッセル １０月２８日～ Ｂ７８７-８ ７往復/週 Ｂ７８７-９ ７往復/週  

成田＝シンガポール １０月２８日～ Ｂ７８７-９ １４往復/週 
Ｂ７７７-３００ＥＲ 

B７８７-９ 
１４往復/週 

※１

※２ 

成田＝バンコク １０月２８日～ B７８７-９ １４往復/週 
Ｂ７８７-８ 

Ｂ７８７-９ 
１４往復/週 

※１

※３ 

成田＝ジャカルタ １０月２８日～ Ｂ７８７-８ ７往復/週 Ｂ７６７-３００ＥＲ ７往復/週 
※１

※４ 

成田＝クアラルンプール １０月２８日～ B７８７-９ ７往復/週 Ｂ７８７-８ ７往復/週 
※１ 

※５ 

成田＝デリー １０月２８日～ Ｂ７８７-８ ７往復/週 Ｂ７８７-９ ７往復/週 
※１

※６ 

成田＝香港 １２月１日～ 
Ｂ７６７-３００ＥＲ 

Ｂ７８７-８ 
１４往復/週 Ｂ７６７-３００ＥＲ １４往復/週 ※７ 

成田＝台北（桃園） １月 1日～ Ｂ７６７-３００ＥＲ ７往復/週 Ｂ７８７-８ ７往復/週 
※１

※８ 

成田＝北京 １０月２８日～ Ｂ７８７-８ ７往復/週 Ａ３２０ｎｅｏ ７往復/週 ※１ 

成田＝上海（浦東） １２月１日～ 
Ｂ７８７-８ 

Ｂ７６７-３００ＥＲ 
２１往復/週 

Ｂ７８７-８ 

Ｂ７３７-７００ 

Ｂ７６７-３００ＥＲ 

２１往復/週 ※９ 

関西＝北京 １２月１日～ Ｂ７３７-７００ ７往復/週 Ａ３２０ｎｅｏ ７往復/週  

関西＝上海（浦東） １０月２８日～ Ｂ７６７-３００ＥＲ １４往復/週 Ａ３２０ｎｅｏ １４往復/週  

関西＝杭州 １０月２８日～ Ａ３２０ｎｅｏ ７往復/週 Ｂ７３７-７００ ７往復/週  

羽田＝ソウル（金浦） １０月２８日～ Ｂ７８７-８ ２１往復/週 
Ｂ７８７-８ 

Ｂ７８７-９ 
２１往復/週 ※１０ 

羽田＝香港 １２月１日～ 
Ｂ７８７-９ 

Ｂ７８７-８ 
１４往復/週 

Ｂ７８７-９ 

Ｂ７６７－３００ＥＲ 
１４往復/週 ※１１ 

羽田＝台北（松山） １０月２８日～ 
Ｂ７８７-８ 

Ｂ７６７－３００ＥＲ 
１４往復/週 

Ｂ７６７-３００ＥＲ 

Ｂ７８７-８ 
１４往復/週 ※１２ 

羽田＝北京 １０月２８日～ 
Ｂ７７７-３００ＥＲ 

Ｂ７８７-８ 
１４往復/週 

Ｂ７７７-３００ＥＲ 

Ｂ７６７-３００ＥＲ 
１４往復/週 ※１３ 

羽田＝上海（浦東） １０月２８日～ 
Ｂ７６７-３００ＥＲ 

Ｂ７７７-３００ＥＲ 
１４往復/週 

Ｂ７６７－３００ＥＲ

Ｂ７８７-８ 
１４往復/週 ※１４ 
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 ２．国内線  

堅調な国内線ビジネス・訪日需要の拡大を背景に、国内線をご利用いただくお客様は増加しており、
需要に応じた最適な航空機を投入することで、確実に需要を取り込みながら、収益性の向上を目指しま
す。また、全席にシートモニターを装着したエアバス A321neo 型機の導入をさらに進め、2018 年度末ま
でに 11機体制とします。 

 

 

 

また 2018 年下期ご搭乗分より、国内線の運賃をよりシンプルでわかりやすい運賃体系に見直しを行

った他、航空券の予約・販売開始日をご搭乗日の 355 日前へ拡大するなど利便性の向上に努めてまい

ります。 

（１） 増便 

 路線 実施時期 現行 変更後 備考 

羽田＝石垣 ２０１８年１０月２８日～ 

２０１９年３月３０日 

２往復/日 ２往復/日 期間増便継続 

羽田＝沖縄 １２往復/日 １２往復/日 期間増便継続 

福岡＝対馬 ２０１８年１０月２８日～ ４往復/日 ５～６往復/日 ※１ 

※１ １２月２８日～３１日、１月２日～４日は６往復/日運航。 

（２） 運休・減便 

 路線 実施時期 現行 変更後 備考 

羽田=広島 ２０１８年１０月２８日～ １０往復/日 ９往復/日  

関西=札幌 
２０１８年１０月２８日～ 

２０１９年３月３０日 
４往復/日 ２往復/日 期間減便 

中部=札幌 
２０１８年１２月３日～１２月２０日 

２０１９年１月８日～２４日 
５往復/日 ４往復/日 期間減便 

中部=福岡 
２０１８年１０月２８日～ 

２０１９年２月２３日 
７往復/日 ５～６往復/日 ※１ ※２ 

中部＝熊本 ２０１８年１０月２８日～ ３往復/日 ２往復/日  

中部＝鹿児島 ２０１８年１０月２８日～ ４往復/日 ２～３往復/日 ※３  

中部＝仙台 
２０１８年１０月２８日～ 

２０１９年１月３１日 
４往復/日 ３往復/日  

中部＝旭川 ２０１８年１１月２６日～１２月２０日 １往復/日 － 期間運休 

中部＝女満別 
２０１８年１１月２６日～１２月２０日 

２０１９年１月９日～２４日 
１往復/日 － 期間運休 

仙台＝札幌 ２０１８年１０月２８日～ ４往復/日 ３往復/日 ※２ 

福岡＝宮崎 ２０１８年１０月２８日～ ２往復/日 １往復/日 ※４ 

福岡＝沖縄 ２０１９年１月８日～２月７日 ８往復/日 ７～８往復/日 ※５ 

 ※１ １１月２６日～１２月１２日、１月９日～２４日は５往復/日運航。 

  １０月２８日～１１月２５日、１２月１３日～１月８日、１月２５日～２月２３日は６往復/日運航。 

 ※２ アイベックスエアラインズ運航便とのコードシェアを開始及び便数を変更いたします。 

  詳細は８月２１日発表の ANA/アイベックスエアラインズ共同リリースにてお知らせいたします。 

 ※３ １２月２７日～１月７日は３往復/日運航。ソラシドエア運航便とのコードシェアを開始いたします。 

  詳細は８月２１日発表の ANA/ソラシドエア共同リリースにてお知らせいたします。 

 ※４ オリエンタルエアブリッジ運航便とのコードシェア便数を変更いたします。 

  詳細は８月２１日発表の ANA/オリエンタルエアブリッジ共同リリースにてお知らせいたします。 

 ※５ 金土日祝（２０１９年１月１１日～１４日、１８日～２０日、２５日～２７日、２月１日～３日）は８往復/日運航。 

あわせて、2018 年 4 月より国内線機内 Wi-Fi インターネットの無料化や

無料でお楽しみいただける機内Wi-Fiエンターテイメントを 100コンテンツ以

上に拡大しました。2018年度内に、国内線 ANA Wi-Fi Service対象機材を

国内最大規模となる約 100機まで拡大します。 

エアバス A321neo機内 



4 

 

３．貨物専用便  

那覇空港を国内およびアジアの主要各都市との重要な流通拠点として位置づけつつも、より効率的
な貨物ネットワークを構築するために、沖縄貨物ハブのネットワークを再編いたします。また、沖縄貨物
ハブを経由しない一部の直行路線も再編いたします。 

（１） 新規開設・増便 

 路線 実施時期 現行 変更後 

成田→北九州→沖縄 １０月２８日～ － ５片道/週 

天津→成田 １０月２８日～ １片道/週 ５片道/週 

広州→成田 １０月２８日～ ２片道/週 ７片道/週 

バンコク→成田 １０月２８日～ ５片道/週 ６片道/週 

（２） 減便・運休 

 ※１ 旅客機の貨物スペースを活用した運航。 

 

以 上 

 路線 実施時期 現行 変更後 備考 

成田＝厦門 １０月２８日～ ５往復/週 ４往復/週  

成田→沖縄 １０月２８日～ ５片道/週 －  

広州→沖縄 １０月２８日～ ５片道/週 －  

関西→北九州→沖縄 １０月２８日～ ５片道/週 －  

沖縄→ソウル（仁川） １０月２８日～ ５片道/週 －  

沖縄→台北 １０月２８日～ ５片道/週 －  

ソウル（仁川）→成田 １０月２８日～ ７片道/週 ２片道/週  

台北→成田 １０月２８日～ ６片道/週 １片道/週  

天津→関西 １０月２８日～ ５片道/週 －  

バンコク→関西 １０月２８日～ １片道/週 －  

羽田＝札幌 １０月２８日～ ５往復/週 － ※１ 
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